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あ と が き  

 

 地域畜産ふれあい体験交流活性化事業の全国シンポジウムが山

梨県北杜市のキープ協会で開催され、参加する機会に恵まれた。 

協会の牧場は全国的に有名で、今年の参加者は過去最高の８０名

余であった。外はあいにくの小雨模様で、周囲の素晴らしい山々

は眺めることが出来なかったものの、創設者のポールラッシュ博

士の“最善を尽くせ、しかも一流であれ”という教えのもとに運

営されているジャージー飼育の牧場や講師の鹿児島市喜入町の鎮

守喜代美さんが「家畜の命を頂いて人は生きている」と子供達に

体験させる姿が印象的だった。 
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